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12月は

第４日曜日

それ以外の月は

最終日曜日
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２
０
１
３
年
神
奈
川

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

が
７
／
13
（
土
）
〜
14
（
日
）
の

２
日
間
８
コ
ー
ス
１
８
３
ｋ
ｍ
に
延

べ
１
５
０
人
が
猛
暑
の
な
か
走
り
襷

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

13
日
の
午
後
の
川
崎
〜
横
浜
コ
ー

ス
に
は
ラ
ン
ナ
ー
４
名
（
嶋
田
・
岩

澤
・
古
田
・
桑
原
の
各
氏
）
例
年
に

比
べ
る
と
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
７
名
と
と
も
に
反
核
を
訴

え
て
走
り
切
り
ま
し
た
。
ま
た
相
模

原
〜
大
和
（
37
ｋ
ｍ
）
コ
ー
ス
に
は
、

飯
野
氏
も
参
加
さ
れ
完
走
し
ま
し
た
。

翌
14
日
は
横
浜
市
役
所
７
時
30
分

に
出
発
し
藤
沢
で
（
三
浦
か
ら
の
と

合
流
し
藤
沢
か
ら
平
塚
ま
で
の
湘
南

コ
ー
ス
に
は
登
山
女
子
ラ
ン
ナ
ー
ズ

も
参
加
）
を
経
て
小
田
原
〜
箱
根
湯

本
ま
で
の
メ
イ
ン
コ
ー
ス
（
67
ｋ
ｍ
）

に
通
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ラ
ン
ナ
ー

も
い
て
ス
タ
ッ
フ
と
合
わ
せ
総
勢
25

名
、
終
着
箱
根
町
役
場
へ
予
定
通
り

17
時
半
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
に

は
、
広
島
市
長
（
平
和
市
長
会
議
）

長
崎
市
長
（
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
）
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、

神
奈
川
県
下
の
22
県
・
市
・
町
の
首

長
か
ら
も
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
夏
の
猛
暑
の
下
で
の
反
核
平

和
マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
は
平
和
と
と
も
に
」
の

響
き
が
い
い
な
ぁ
ー
。

写
真
①
川
崎
市
役
所
出
発
。
②
生
麦

付
近
。
③
14
日
大
磯
高
来
神
社
祭
礼
の
山

車
の
脇
を
走
る
反
核
ラ
ン
ナ
ー
。

④
平
塚
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ア
リ
ー
ナ

到
着
。

“ＰｈＯＴＯ レター”

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
賞

４
９
２
５

飯
島

康
晴

４
９
６
９

菊
池

康
太

５
１
７
１

田
辺

和
男

５
１
９
１

外
館

涼
真

５
１
９
２

外
館

潤
也

５
２
１
５

広
田
麟
一
郎

５
２
４
１

相
澤

佑
哉

５
２
７
７

阿
部

靖

５
２
８
４

小
滝

裕
三

１
７
４
２

吉
川

綾
乃

２
３
８
２

小
柴

幸
雄

５
７
０
７

四
之
宮
礼
音

８
３
１

権
守

光
夫

９
９
９

窪
田

賢
司

１
０
６
５

山
口

治
夫

２
１
０
８

宮
崎

将
哉

２
２
５
８

佐
藤

賢
一

２
５
０
０

板
谷

弘
道

２
７
４
６

富
澤

明
男

３
１
５
６

佐
藤

良
太

３
３
１
５

藤
井

章
照

４
５
９
２

森
本

真
司

４
６
８
５

遠
藤

滋

６
０
５
２

中
村

玄
斗

５
５
７
５

川
辺

広
和

５
７
９
８

黒
崎

和
弘

６
０
１
９

藤
田

俊
祐

６
０
３
１

西

夏
輝

６
０
３
５

大
木

浩
之

６
０
３
８

川
上

勝
博

６
０
５
１

則
竹

聡

６
０
５
２

中
村

玄
斗

６
０
５
４

川
端

佳
宣

６
０
６
５

藤
田

政
史

２
７
７
１

佐
藤

美
彦

（
２
０
１
２
年
12
月
30
日
）

１
９
５
８

黒
崎

習
子

２
０
５
９

高
橋

悦
子

（
敬
称
略
）

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

５
７
１
９

上
山

健
太

５
７
２
２

有
福

大
和

５
７
２
３

有
福

悠
太

５
７
３
１

吉
岡

崇

１
９
０
６

前
田
ス
ワ
ン

１
９
１
３

有
福

愛

１
９
１
４

有
福
萌
々
羽

◇
４
回
連
続
出
場
賞

◆来月の月例は、８月２５日
です。

４月～１０月までは夏時間。
子供１ｋ ８：15 ＮＯＣ

３Ｋ（Ａ）８：30（3999以下）

３Ｋ（Ｂ）９：00（4000以上）

５ｋ ９：30

10ｋ 1０：00

スタートです。 （出場受付は各種目の

１５分前までに済ませて下さい）

『
熱
中
症
』
を
予
防
し
ょ
う

夏
場
は
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に
摂
り
対
策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

月
例
川
崎
で
は
、
夏
場
の
安
全
対
策
と
し
て
、
当
日
出
発
前

の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
温
度
に
よ
っ
て
レ
ー
ス
の
短
縮
又
は
中
止
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
25
度
で
10
㌔
を
５
㌔
に
変
更
し
ま
す
。

31
度
で
全
て
の
レ
ー
ス
は
中
止
し
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
温
度
に
係
り
な
く
、
本
人
の
当
日
朝
の
体
調
や
、

前
夜
の
飲
酒
、
寝
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
は
「
熱
中
症
」

に
な
り
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
に
走
り
ま
し
ょ
う
。

（
事
務
局
よ
り
）

月
例
当
日

忘
れ
物
が
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
遺
失
物
等

の
保
管
期
限
は
お
お
よ
そ
３
ケ
月
を
目
安
に
し
て
お
り
ま
す
。

月
例
当
日
本
部
前
に
陳
列
し
て
い
ま
す
の
で
早
め
に
取
り
に
来

て
下
さ
い
。

７／５

第4１回川崎市連盟総会

７／13～14神奈川反核平和マラソン

上写真は大磯町役場でのセレモニー後。いつも

大磯町役場の方々が我々を温かく迎えてくれます。

７
月
５
日
武
蔵
小
杉
の
川

崎
総
合
自
治
会
館
に
お
い

て
第
41
回
川
崎
市
連
盟
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
連
盟
は
１
９
７
２
年

に
結
成
さ
れ
昨
年
は
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
が
先
駆
け
て
打
ち

出
し
て
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ

は
万
人
の
権
利
」
を
盛
り

込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

が
制
定
さ
れ
か
つ
市
連
盟

40
周
年
の
節
目
の
年
で
し

た
。
「
川
崎
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
発
展
の
た
め

の
要
求
」
を
提
出
し
、
ま

た
施
策
に
つ
い
て
も
意
見

書
を
提
出
し
、
月
例
は
後

援
も
ら
い
会
場
確
保
を
含

め
継
続
的
に
開
催
出
来
る

よ
う
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と

発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

②

①

③

④
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①

バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

左
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・
100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月

例
チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）

（
一
年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事

前
申
し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま

で
で
、
連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例

名
誉
会
員
と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義：

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号：

０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

夏
の
熱
い
戦
い
は
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
。

戦
い
と
言
っ
て
も
己
と
の
戦
い
。
平
和
を

願
い
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
ラ
ン
ナ
ー
一
人
々
々

の
声
で
の
！
。
こ
の
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

へ
は
広
島
市
長
（
平
和
市
長
会
議
）
長
崎

市
長
（
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
）
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
神
奈
川
県
下

の
22
県
・
市
・
町
の
首
長
か
ら
も
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
終
着
点
の
箱
根
町
役
場
で
の
山
口
町
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
日
本
は
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の

悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
人
々
に

伝
え
・
・
」
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

が
経
過
し
被
災
地
の
復
興
は
も
と
よ
り
、

東
電
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
「
原

子
力
災
害
」
か
ら
の
復
旧
を
は
じ
め
と
し

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
被
災
地
の
復
興
の
た
め
当
町
が
出

来
う
る
も
の
は
何
か
を
検
討
し
実
行
し
て

参
り
た
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

２
年
の
歳
月
を
経
て
未
だ
に
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
の
こ
と
を

忘
れ
が
ち
に
な
る
昨
今
、
ま
た
戦
後
68
年

を
経
て
「
平
和
憲
法
」
の
大
切
さ
が
薄
ら

い
で
政
権
党
の
「
戦
争
の
出
来
る
国
」
に

し
よ
う
と
す
る
思
惑
が
、
ま
こ
と
し
や
か

に
語
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
な
ら
？
。

ど
っ
こ
い
８
月
６
〜
９
日
の
広
島
〜
長

崎
、
12
〜
16
日
の
韓
国
平
和
マ
ラ
ソ
ン
へ

続
く
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
だ
ぜ
！
。

編
集
後
記

2013.６.30 曇 Ｃ 0m/s 28.9℃ 53％ WBGT 24.6°

①

仲
間
ー
１

５
７
７
２
三
浦
凛
人
君
他

２
１
４
４
佐
藤
夏
帆
さ
ん
、

２
１
４
５
福
井
涼
風
さ
ん
、
１
２
７
６
高
阪
七
葉
さ
ん
、
１
４
７
２
中
森
花

音
さ
ん
、
１
３
０
７
氏
家
帆
乃
香
さ
ん
、
１
４
９
１
早
田
澪
さ
ん
。

幼
稚
園
年
中
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ナ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

今
回
は
初
め
て
の
子
が
多
い
で
す
が
、
中
に
は
20
回
目
・
25
回
目
30
回
目

の
子
ど
も
も
い
ま
す
。
み
ん
な
下
丸
子
に
住
ん
で
い
る
の
で
ふ
だ
ん
は
多
摩

川
土
手
を
１
〜
３
ｋ
ｍ
く
ら
い
走
っ
て
い
ま
す
。

②

仲
間
ー
２

２
０
１
９
山
添
哲
也
さ
ん
、
２
７
７
２
長
瀬
昭
徳
さ

ん
の
お
友
達
チ
ー
ム
。
１
９
１
４
有
福
萌
々
羽
さ
ん
、
５
７
２
３
同
悠
汰

く
ん
、
３
０
２
４
長
瀬
蒼
季
く
ん
、
２
９
２
０
山
添
雄
介
く
ん
。
蟹
ヶ
谷
か

ら
き
ま
し
た
。
１
ｋ
ｍ
の
他
に
３
ｋ
ｍ
に
も
挑
戦
し
た
子
も
い
ま
す
。
暑
さ

で
最
後
は
バ
テ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
走
り
き
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
つ
か

れ
た
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
。
ま
た
来
月
が
ん
ば
り
ま
す

③

月
例
マ
ラ
ソ
ン
・
新
人
さ
ん
紹
介

６
０
６
８
大
高
達
典
さ
ん
。

秋
田
県
能
代
工
業
高
校
出
身
の
18
歳
で
す
。
今
年
、
多
摩
川
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
皆
さ
ん
と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
ヶ
月
に
約
３
５
０
ｋ
ｍ
く

ら
い
走
っ
て
い
ま
す
。
１
５
０
０
ｍ
の
ベ
ス
ト
が
４
分
33
秒
な
の
で
、
早
い

内
に
４
分
30
秒
を
切
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
５
０
０
０
ｍ
は
16
分

台
を
出
す
の
が
目
標
で
す
。
走
る
練
習
の
他
に
筋
肉
の
補
強
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
早
く
走
る
に
は
筋
力
強
化
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
の
で
、
か
な
り
の
時
間
を
さ
い
て
筋
ト
レ
を
し
て
い
ま
す
。

④

女
子
５
ｋ
ｍ
２
回
目

１
位

１
２
３
８

田
中

光
さ
ん

い
つ
も
は
鶴
見
川
の
コ
ー
ス
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
１
回
に
走
る
距
離

は
５
〜
６
ｋ
ｍ
く
ら
い
で
す
ね
。
今
は
旭
化
成
東
京
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
は
３
〜
４
回
走
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
己
ベ
ス
ト
は
２
時
間
40
分
で
す
。
今
は
そ
ん
な
タ
イ
ム
は

出
せ
な
い
の
で
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
川
崎
月
例
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
し
て
勝
負
と
い
う
感
覚
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑤

ク
ラ
ブ
紹
介
１

「
チ
ー
ム
Ｓ
Ｋ
Ｙ
」

年間累計出場者 （ ～6月 7049 )

実数 1095 （昨年同月は 7655名 ）

種 目 男子 女子 合計

2回目５ｋ 385 42 427
５ｋ 372 65 437
３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 19 26 45

中学 17 1 18

大人 370 58 428

計 406 85 491

子ども１ｋ 120 80 200

延べ出場者 1283 272 1555
初参加者 119 46 165
棄 権 44 15 59

延べ参加者 1327 277 1604

東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
と
き
に
知
人
か
ら
、
こ
の
川
崎

月
例
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と
を
聞
き
、
今
回
初
め
て
の
参
加
で
す
。

全
員
、
慶
応
大
学
・
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
年
生
で
す
。

み
ん
な
走
る
こ
と
が
趣
味
で
、
楽
し
み
な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
蒸
し
暑
さ
に
は
苦
し
み
ま
し
た
が
、
女

神
様
を
中
心
と
し
た
団
結
力
で
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

⑥

１
回
目
５
ｋ
ｍ
ワ
ン
ツ
ー
。
１
位
３
７
９
０
田
中
大
喜
君

（
高
３
）
２
位
３
９
４
８
多
田
駿
介
君
（
高
３
）

⑦
ク
ラ
ブ
紹
介
２

「

豊
洲
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

メ
ン
バ
ー
は
11
人
で
す
。

練
習
場
所
は
地
元
の
豊
洲
を
中
心
に
お
台
場
・
皇
居
な
ど
い

ろ
い
ろ
で
す
。
夢
の
島
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た

り
、
夢
の
島
陸
上
競
技
ト
ラ
ッ
ク
で
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
ｋ
ｍ
を
７
本
走
り
ま
す
。

練
習
は
か
な
り
ハ
ー
ド
で
す
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
つ
く
ば
マ

ラ
ソ
ン
と
湘
南
マ
ラ
ソ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
４
４
８
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

緑
園
都
市
の
街
路
樹
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
８
月
末
の

厳
し
い
残
暑
が
頭
上
か
ら
燦
々
と
射
し
て
い
た
。

そ
し
て
木
々
の
上
で
は
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
る
か
の

よ
う
に
蝉
が
激
し
く
鳴
い
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
役
目
を
お

え
た
蝉
は
屍
骸
と
な
っ
て
並
木
側
の
路
上
や
、
と
き
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
な
ど
で
仰
向
け
に
転
が
っ
て
い
る
の

を
よ
く
見
か
け
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
石
垣
島
で
は
、
ヤ
イ

ヤ
マ
ク
マ
ゼ
ミ
（
日
本
最
大
の
セ
ミ
）
と
イ
ワ
サ
キ
ク
マ

ゼ
ミ
（
日
本
最
小
の
セ
ミ
）
が
真
夏
の
暑
さ
を
強
調
す
る

よ
う
に
は
げ
し
く
鳴
い
て
い
た
。

ア
ダ
ン
（
ソ
テ
ツ
）
の
葉
っ
ぱ
を
組
み
合
わ
せ
た
手
づ
く

り
の
虫
か
ご
を
作
っ
て
、
悪
ガ
キ
仲
間
と
蝉
狩
を
や
っ
た
。

（
昔
は
木
材
だ
っ
た
電
柱
の
上
で
さ
か
ん
に
鳴
い
て
い

る
蝉
を
見
つ
け
る
と
、
真
下
か
ら
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、

そ
っ
と
上
っ
て
い
き
、
素
手
で
確
保
す
る
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
小
便
を
か
け
ら
れ
て
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
運
よ
く
蝉
を
手
に
し
た
と
き
は
興
奮
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
仲
間
に
対
す
る
優
越
感
を
味
わ
う
こ
と
が

出
来
た
。

蝉
の
生
態
を
し
ら
べ
て
み
た
。
す
る
と
鳴
き
方
に
も
い

ろ
い
ろ
と
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

①
仲
間
を
集
め
る
と
き
の
「
本
鳴
き
」
②
メ
ス
を
交
尾

に
さ
そ
う
と
き
の
「
誘
い
鳴
き
」
③
他
の
オ
ス
の
近
く
で

邪
魔
す
る
よ
う
に
鳴
く
「
じ
ゃ
ま
鳴
き
」
④
突
然
少
し
だ

け
鳴
く
「
ひ
ま
鳴
き
」
⑤
敵
に
お
そ
わ
れ
た
時
の
「
悲
鳴
」

な
ど
で
あ
る
。

耳
を
す
ま
し
て
聞
い
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
鳴
き
声
が
、

交
尾
に
さ
そ
う
「
誘
い
鳴
き
」
と
、
逃
げ
る
と
き
の
「
悲

鳴
」
の
二
種
類
に
し
か
聞
き
取
れ
な
い
の
だ
が
、
専
門
家

の
先
生
に
は
し
っ
か
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う
だ
。

ま
た
幼
虫
は
地
中
の
木
の
根
か
ら
養
分
を
吸
っ
て
生
育

し
て
い
く
が
、
卵
か
ら
成
虫
ま
で
の
間
、
娑
婆
に
出
て
く

る
ま
で
イ
ワ
サ
キ
ク
マ
セ
ミ
が
２
年
、
ニ
イ
ニ
イ
セ
ミ
４

年
、
ア
ブ
ラ
セ
ミ
、
ク
マ
セ
ミ
、
ミ
ン
ミ
ン
セ
ミ
は
６
〜

７
年
そ
し
て
、
北
ア
メ
リ
カ
の
「
周
期
セ
ミ
」
な
ど
は
な

ん
と
13
〜
17
年
も
地
中
で
成
育
し
、
地
上
に
出
て
わ
ず
か

２
〜
３
週
間
し
か
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
短
い
日
々
を
自
分
た
ち
の
子
孫
を
残
す
た
め
に
、

必
死
に
生
き
て
い
る
蝉
た
ち
、
そ
し
て
ひ
と
夏
が
終
わ
る

こ
ろ
に
は
、
ま
た
あ
た
ら
し
い
命
が
長
い
年
月
を
か
け
て

地
中
で
生
育
す
る
。
そ
し
て
絶
滅
す
る
ま
で
変
わ
る
こ
と

な
く
繰
り
返
さ
れ
る
、
蝉
た
ち
の
運
命
で
あ
る
。
（
完
）

「
蝉
」

１
６
２

山
下

覚

②

③ ④

⑦

⑥

①

第４４８回月例参加者動向

⑤


